予等は 芸術の 士な るが 故に、 如実に 万象 を 観ざる 可 

らず。 少く とも 万人の 眼光 を 借らず、 予 等の 眼光 を以 

て 見 ざ る 可らず。 古来 偉大な る 芸術 の 士は皆 この 独自 

の 眼光 を 有し、 おの づ から 独自の 表現 を 成せり。 ゴッ 

ホの 向日葵の 写真版の 今日 もな ほ愛翫 せらる る、 豈偶 

然の 結果な らん や。 (幸 ひに GOGH を ゴッホ と 

呼ぶ 発音の 誤り を咎 むる こと 勿れ。 予は ANDER 

SEN を アナ ァ センと 呼ばず、 アン デル ゼンと 呼ぶ 

を恥ぢ ざる ものな り。) 

こ は 芸術 を 使命と する ものに は 白日よりも 明らかな 

る 事実な り。 然れ ども 独自の 眼 を 以てする は必 しも 容 



易の 業に あらず。 (否、 絶対に 独自の 眼 を 以てする は 

不可能と 云 ふ も 妨げざる 可し。) 殊に 万人の 詩に 入る 

こと、 屢 なりし 景物 を 見る に 独自の 眼光 を 以てする は 

予 等の 最も 難しと する 所な り。 試みに 「暮春」 の 句 を 

成す を 思へ。 蕪 村の 「暮春」 を 詠ぜし 後、 誰か 又 独自 

の 眼光 を 以て 「暮春」 を 詠 じ 得る の 確信 あらん や。 梅 

花の 如き も その 一 のみ。 否、 正に その 最 たる ものな り。 

梅花 は予に 伊勢 物語の 歌より 春 信の 画に 至る 柔媚の 

情 を 想起せ しむる ことなき にあらず。 然れ ども 梅花 を 

見る 毎に、 ま づ予の 心を捉 ふるもの は 支那に 生じた る 

文人 趣味な リ。 こ は 啻に 予 のみに あらず、 大方の 君子 



も 亦 然るが 如し。 (是に 於て 乎、 中央 公論 記者 も 「梅花 

の賦」 なる 語 を用ゐ るな らん。) 梅花 を 唯 愛すべき ジェ 

ヌス • プ リヌスの 花と 做す は 紅毛 碧眼の 詩人の ことの 

み。 予等は 梅花の 一 弁に も、 鶴 を 想 ひ、 初 月 を 想 ひ、 

空 山 を 想 ひ、 野 水 を 想 ひ、 断 角 を 想 ひ、 書 燈を想 ひ、 

脩竹 を 想 ひ、 清 霜 を 想 ひ、 羅浮を 想 ひ、 仙 妃を想 ひ、 

林 処士の 風流 を 想 はざる 能 はず。 既に 斯 くの 如しと せ 

ば、 予等 独自の 眼光 を 以て 万象 を 観ん とする 芸術の 士 

の、 梅花に 好意 を 感ぜざる は必 しも 怪しむ を 要せざる 

べし。 (こ は 夙に 永 井 荷 風 氏の 「日本の 庭」 の 一 章た る 

「梅」 の 中に 道破せ る 真理な り。 文壇 は 詩人 も 心臓 以 



外に 脳髄 を 有する の 事実 を 認めず。 是予に 今日 この 真 

理を 盗用せ しむる 所以な リ。) 

予の 梅花 を 見る 毎に、 文人 趣味 を 喚び 起さる るは既 

に 述べし 所の 如し。 然れ ども 妄に予 を 以て 所謂 文人と 

做す こと 勿れ。 予を 以て 詐偽師 と 做す は 可な り。 謀殺 

犯人と 做す は 可な リ。 やむ を 得 ずん ば 大学教授の 適任 

者と 做す も 忍ばざる にあらず。 唯 幸 ひに 予を 以て 所謂 

文人と 做す こと 勿れ。 十 便 十宜帖 あるが 故に、 大雅と 

蕪 村と を 並 称する は 所謂 文人の 為す 所な り。 予 はたと 

ひ宫 せらる ると 雖も、 この種の 狂人と 伍す る こと を 願 

ま ^9 



たれ かかう なんに むかひて しょしょ にう ゑた る からう のさり しよりか うえい なく 

誰 向江 南 処処 栽」 又 云 ふ。 「 自去何 郎無好 詠 

とうふうし うせき いくく わい かひら く 

東風 愁寂幾 回 開」 真に 梅花 は 仙人の 令嬢 か、 金 持の 

隠居の 囲 ひものに 似たり。 (後者 は 永 井 荷 風 氏の 比喩 

なり。 必 しも 前者と 矛盾す る ものに あらず) 予の 文に 

至らず とせば、 斯る 美人に 対する 感慨 を 想へ。 更に 又 

汝の 感慨に して 唯 ほれぼれ とする のみな りと せば、 已 

んぬ るかな、 汝も流 俗の み、 済度す 可から ざる 乾屎橛 

のみ。 
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